
     所要タイム︓10︓15分
⼭⾏⽇ 2019/9/22(火）　前⽇　神威⼭荘にて宿泊 　　　　　　　　　記録　内⼭　　　
参加者 藤木(晴)リーダー　澤田（SL） 酒井　八重樫　　宇田　　内⼭(記録)   計6名  
天 候 晴れ
⾏ 程 (5︓15)神威⼭荘スタート　(5︓45)430⼆股　(6︓30)524⼆股　(7︓40)尾根取付き

(8︓10)取付きからスタート　(10︓45)⼭頂到着　　休憩40分　

　　　　　　　　　　　　　　　(11︓25)下⼭開始　(12︓50)尾根取付き　(13︓15)取付きからスタート　(15︓00)430⼆股
(15︓30)神威⼭荘到着

昨年度の北⼾蔦別岳に続き､今回は連休最終⽇の22⽇(秋分の⽇)に北海道三⼤急登である南⽇⾼の神威岳にチャレンジ!!
時より爽やかな秋風が吹く中、⽇⾼特有の沢をつめてからの⻑い急登尾根を⼀歩ずつゆっくりと確実に登る
→⼀歩ずつ確実に上がっていけば、時間はかかっても、やがてはちゃんと頂上まで上がることができる︕
取付き出発から約2時間35分、約800ｍの我慢比べの後､無事に全員で登頂する事が出来ました。
当⽇の登⼭者は意外と少なく私達以外はソロの2名のみだった事もあり､ピークは貸し切りで奥深い360℃の⼤パノラマを満喫
昼食を摂りながら､しっかり⽇⾼の⼭並を目に焼き付けてから下⼭を開始し無事､神威⼭荘に⽇暮れ前に到着
皆様､とってもお疲れ様でした。またリーダーの藤木さんありがとうございます。

南日高　神威岳（1,600ｍ）
ルート︓ニシュオマナイ川コース

南⽇⾼三⼭のソエマツ岳・ピリカヌプリをバックに記念写真

昭和50年代の復刻版ショートケーキでＵさんの誕⽣⽇を祝う︕

皆様、達成感と感動いっぱい詰め込んだ"今⽇⼀番”の笑顔

出発前の記念写真 皆様､昨⽇はよく眠れたとの事で体調バッチシ

流⽯︕北海道三⼤急登 こんな感じです(^^;）
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沢の最終地点、755尾根取付きにて沢用装備をデポする


